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島
根
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百
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か
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田
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衛
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長
秋 

 

 

田
部
家
二
十
一
代
当
主
。
一
八

五
〇
年
、
能
義
郡
母
里
村
（
現
安

来
市
伯
太
町
母
里
）
に 

母
里
藩

士 

宇
山
数
馬
・
ゆ
き
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
る
。 

二
四
才
の
時
、
田
部
家
の
養
嗣

子
と
な
り
、
三
五
才
で
田
部
家
の

家
督
を
継
ぎ
、
二
十
一
代
・
田
部

長
右
衛
門
を
襲
名
さ
れ
た
。 

 

幼
名
を
虎
三
郎
と
い
い
、
「
宇

山
の
寅
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
相
当

の
腕
白
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。 

少
年
時
代
に
「
槍
術
」
（
や
り
）

を
学
ん
だ
。
こ
の
こ
と
が
後
に
人

間
形
成
に
大
き
く
影
響
し
、
人
と

接
し
て
決
し
て
膝
を
崩
す
こ
と

が
な
く
、
長
時
間
に
及
ぶ
時
は
自

ら
席
を
外
し
、
相
手
に
そ
れ
と
な

く
安
座
す
る
時
間
を
与
え
る
と

い
う
思
い
や
り
を
示
し
た
。 

家
業
の
製
鉄
事
業
で
は
明
治

十
二
年
、
出
雲
国
・
鉄
師
頭
取
に

な
り
幾
多
の
盛
衰
の
中
、
浮
沈
に

耐
え
、
明
治
四
〇
年
前
後
の
盛
時

に
は
、
た
た
ら
鍛
冶
の
従
業
員
千

四
百
人
に
及
ん
だ
と
い
う
。
し
か

し
和
鉄
不
振
の
た
め
大
正
十
二

年
廃
業
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。 

田
部
家
歴
代
は
教
育
の
振
興

に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
。
特
筆

す
べ
き
は
明
治
七
年
「
私
立
田
部

小
学
校
」
を
開
設
。
表
彰
文
に
「
自

費
ヲ
以
テ
・
・
近
郷
ノ
子
弟
ヲ
就

学
セ
シ
メ
云
々
・
・
」
と
あ
る
。 

こ
の
他 

大
正
十
二
年
松
江

高
等
学
校
設
備
費
に
多
額
の
援

助
。
大
正
十
五
年
、
県
立
三
刀
屋

中
学
校
開
設
に
も
多
額
の
寄
付

を
す
る
な
ど
教
育
に
並
々
な
ら

ぬ
努
力
を
傾
注
さ
れ
た
。 

元
島
根
県
知
事 

田
部
長
右

衛
門
朋
之
氏
の
祖
父
で
あ
り
、
朋

之
氏
の
人
間
形
成
に
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
る
。 

昭
和
十
七
年
二
月
没
。 

吉
田
町
に
あ
る
生
涯
学
習
交

流
館
（
元
吉
田
小
学
校
講
堂
）
に

掲
げ
ら
れ
た
肖
像
画
（
八
十
号
の

大
作
）
は
吉
田
町
上
山
出
身
の

「
草
光
信
成 

画
伯
」
に
よ
る
も

の
で
す
。（
写
真
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

生涯学習交流館にあ
る 長秋氏 肖像画 
 

指
定
管
理
者
制
度
と
は
・
・
・ 

 

こ
れ
ま
で
「
公
の
施
設
」
と
呼
ば
れ
る

体
育
館
や
文
化
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
の

管
理
は
市
町
村
が
出
資
す
る
公
共
的
な

団
体
（
例
え
ば
社
協
）
も
し
く
は
第
３
セ

ク
タ
ー
等
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

平
成
１
５
年
９
月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、

今
後
は
民
間
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
も

含
め
て
、
広
く
公
募
し
て
費
用
、
企
画
な

ど
提
案
内
容
を
審
査
し
て
よ
り
ふ
さ
わ

し
い
団
体
に
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

「
指
定
管
理
者
制
度
」
で
す
。 

雲
南
市
で
も
２
月
１
７
日
開
催
さ
れ
た

議
会
で
各
施
設
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
指
定
期
間
は
３
年
か
ら
５

年
と
施
設
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。 

殆
ど
の
施
設
は
当
面
は
公
募
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
ま
で
管
理
し
て
き
た
団
体

に
委
託
さ
れ
ま
す
が
、
三
刀
屋
町
ア
ス
パ

ル
、
木
次
町
チ
ェ
リ
バ
ホ
ー
ル
、
加
茂
町

ラ
・
メ
ー
ル
の
各
文
化
施
設
と
加
茂
海
洋

セ
ン
タ
ー
、
大
東
公
園
、
三
刀
屋
文
化
体

育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
加
茂
町
の
第

三
セ
ク
タ
ー
「
（
株
）
遊
学
」
が
一
括
管

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
各
施
設
は
、
約
一
割
カ
ッ
ト
さ

れ
た
委
託
料
で
の
運
営
を
強
い
ら
れ
ま

す
。
各
博
物
館
等
で
は
、
こ
れ
ま
で
利

用
料
金
は
一
旦
市
に
納
め
、
必
要
な
経

費
を
も
ら
う
と
い
う
制
度
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
料
金
は
直
接
博
物
館
の
収

入
に
な
り
ま
す
の
で
一
層
の
営
業
努

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

三
年
・
五
年
の
契
約
期
間
を
過
ぎ
る
と

次
回
か
ら
民
間
業
者
も
含
め
て
再
公

募
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
各
地
区
の
集
会
施
設
は
補
助

金
な
ど
の
制
約
が
な
く
な
っ
た
も
の

か
ら
各
自
治
会
に
無
償
譲
与
さ
れ
る

方
針
が
示
さ
れ
、
大
東
町
西
阿
用
集
会

所
、
吉
田
町
大
吉
田
集
会
所
、
川
原
町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
引
き
渡

さ
れ
ま
す
。
ま
だ
譲
与
で
き
な
い
施
設

は
「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
よ
っ
て
各

自
治
会
に
委
託
さ
れ
ま
す
。
「
自
分
た

ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
・
」
何
か
に

つ
け
て
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

三
刀
屋
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
協
議
中
。 

ラ・メールで行われた「雲南
神楽フェスティバル。」 
ラ・メール、チェリバホール、
アスパルを一体管理。同じよ
うな行事が重なることなど
は避けられます。 

第
３
セ
ク
タ
ー
等
特
別
委
員
会 

 

こ
れ
ま
で
５
回
開
催
。
民
事
再

生
法
を
申
請
し
て
経
営
譲
渡
し

た
掛
合
ゴ
ル
フ
場
に
対
す
る
支

援
策
等
に
つ
い
て
協
議
中
。
施
設

の
改
善
費
１
０
年
間
で
１
億
８

千
３
百
万
円
の
支
援
を
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
に
対
す

る
公
的
支
援
の
あ
り
方
。
債
権
者

（
ゴ
ル
フ
会
員
）
の
中
で
も
経
営

譲
渡
に
賛
否
両
論
あ
り
難
し
い

判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

３
月
議
会
に
中
間
報
告
し
ま
す
。 

春
・
間
近
で
す
。
御
身
大
切
に
・
・ 

 


